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入入  学学  式式  
  ４月８日（水）に本校で入学式が挙行されました 

                        

                         

 

 

 

 

 

                                ←新入生代表挨拶をした山本さん 

 

 

 

  
 
 

言
霊
の
幸
ふ
国 

校
長 

山
下 

由
美 

自
然
界
の
す
べ
て
の
生
き
物
が
待
ち
望
ん
で
い
た
、 

ま
さ
に
躍
動
の
季
節
を
迎
え
た
春
、
新
転
任
者
が
加 

わ
り
、
新
入
生
を
迎
え
、
平
成
二
十
七
年
度
が
本
格 

的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
新
し
い 

希
望
に
心
躍
ら
せ
、
こ
の
一
年
に
日
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
す 

る
こ
と
の
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

始
業
式
の
式
辞
で
「
言
葉
を
大
切
に
」
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
言
葉

に
は
、
昔
か
ら
、
不
思
議
な
力
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
く
ら

い
昔
か
ら
か
…
と
い
う
と
、
日
本
最
古
と
い
わ
れ
て
い
る
「
万
葉
集
」
に

す
で
に
載
っ
て
い
る
の
で
す
。
「
言
霊
の
幸
ふ
国
と
語
り
つ
ぎ
言
ひ
つ
が

れ
け
り
」
と
…
。
言
葉
の
持
つ
不
思
議
な
力
の
働
き
に
よ
っ
て
幸
福
を
も

た
ら
す
国
が
わ
が
国
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。 

言
葉
は
特
に
自
分
自
身
に
と
っ
て
は
、
二
倍
の
影
響
力
が
あ
り
ま
す
。

理
想
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
繰
り
返
し
言
葉
に
し
て
い
く
と
、
い
つ
の
間
に

か
現
実
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
の
言
葉
は
使
わ
な
い
で
下
さ

い
。
マ
イ
ナ
ス
も
倍
に
な
り
ま
す
。
万
が
一
、
つ
い
使
っ
て
し
ま
っ
た
時

の
打
ち
消
す
言
葉
も
大
切
で
す
。
「
キ
ャ
ン
セ
ル
、
キ
ャ
ン
セ
ル
」
と
…
。

そ
し
て
、 

「
は
い
」
と
い
う
素
直
な
心 

「
お
か
げ
さ
ま
で
」
と
い
う
謙
虚
な
心 

「
私
が
や
り
ま
す
」
と
い
う
奉
仕
の
心 

「
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
反
省
の
心 

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝
の
心 

言
葉
に
し
て
、
行
動
に
移
し
、
さ
ら
に
輝
き
充
実
し
た
甲
佐
高
校
で 

の
一
年
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

一
学
年
主
任 

北
澤 

伸
二 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
三

年
間
、
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

今
、
自
分
の
高
校
時
代
を
思
い
返

す
と
、
楽
し
か
っ
た
と
い
う
思
い
し

か
浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
。
勉
強
は
大

変
で
し
た
。
部
活
動
も
大
変
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
楽
し
か
っ
た
と
思

え
る
の
は
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
せ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
投

げ
出
さ
ず
に
頑
張
っ
た
高
校
時
代

の
自
分
を
ほ
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
同
時
に
も
っ
と
頑
張
れ
な
か

っ
た
の
か
と
い
う
後
悔
の
想
い
も

大
き
く
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。
こ
の
気

持
ち
は
、
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
す

べ
て
の
人
が
持
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
の
よ

う
な
後
悔
を
少
し
で
も
少
な
く
す

る
よ
う
に
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
頑
張
っ
て 

く
だ
さ
い
。 

（４月号）１３３号 
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野球部ベスト１６！ 
３月２２日～４月６日（日）まで行われた第１３６回九州地区高等学校野

球熊本大会において、本校野球部がベスト１６に入りました。 

 

 

 
 

 

 

 

                                                        

山下 由美校長 

（保体） 

甲佐町民になりまし

た。第一高校から参

りました。よろしく

お願いいたします。 

今年度の主な行事予定 
・１学期 

５月９日（土） 育友会総会 

７月 中学生体験入学 

・２学期 

体育大会 ／ 青垣祭 
みなさまの御来校をお待ちしております。 

夏の大会に向けて 
 野球部キャプテン ３年 北里 優守（嘉島中） 

今回の大会はベスト８を目指して頑張りました。それでもあと

一歩届かず、ベスト１６という不本意な結果になってしまいまし

た。まだまだ練習不足だと思います。次に行われる城南大会では、

４回勝ち上がって３位以内に入り、NHK 旗に出場します。そこで

強豪校と戦う経験をし、最後の夏の大会に臨みたいと思います。 

まだまだこんなところでは終われないので、最後に優勝できる

ように夏まで頑張ります。 

電話相談窓口について 
悩みや不安はありませんか？ 

【相談窓口】 
熊本県子どもいじめ相談電話 

０５７０－０７８３１０ （２４時間） 

 

学校支援アドバイザー（上益城教育事務所内） 

０９６－２８２－７１４５ （月・木 15 時半まで） 

 

すこやか子育て電話相談 

０９６－３５４－８８２２（平日 17～21 時まで） 

 

肥後っ子テレホン 

０１２０－０２－４９７６（平日 17 時 15 分まで） 

 
熊本いのちの電話 

０９６－３５３－４３４３（２４時間） 

本校でも相談窓口を受け付けております。 
お気軽にご相談ください。 

松野 研介教頭 

（国語） 

２１年振り、２度目

の甲佐高校勤務を

とても楽しみにし

ています。宜しくお

願いします。 

藤坂 正史先生 

（数学） 

小国高校から来ま

した。甲佐高校での

勤務がとても楽し

みです。よろしくお

願いします。 

磯野 克康先生 

（保体） 

玉名高校から参り

ました。どうかよ

ろしくお願いしま

す。 

 

鍋田 志津先生 

（音楽） 

皆さんと一緒に校

歌を歌うのを楽し

みにしています。

よろしくお願いし

ます。 

加藤 千恵先生 

（商業） 

神奈川県立小田原総合

ビジネス高校から来ま

した。一日でも早く慣れ

たいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

岡本 紘輝先生 

（技師） 

皆さんが楽しく学

校生活が送れるよ

うに頑張ります。よ

ろしくお願いしま

す。 

福島 依里先生 

（保体） 

１日でも早くみなさ

んの顔と名前を覚え

られるよう頑張りま

す。これからよろし

くお願いします。 

新生徒会長より 
３年 稲田 達哉君（甲佐中） 

 新生徒会長となった稲田達哉です。

今の執行部で頑張りたいことは、甲佐

高校をもっと盛り上げて、 

生徒全員が学校生活を 

楽しいと思える場所に 

することです。 

そのために、学校行 

事にしっかり取り組み、 

みんなが良かったと思え 

るようにしたいと思います。 

試合結果 

○１回戦８－２天草高 

○２回戦８－４熊商 

●３回戦１－３八代東 


